
■録音図書を作り続けて40年
四日市録音奉仕の会は、市立図書館に録音図書のカセ

ットテープが数本しかなかった当時、本市在住の３人が
「地元の役に立ちたい」と市立図書館に声を掛け、昭和
52年７月７日に発足したボランティアグループです。平
成29年７月に40周年を迎え、平成30年２月現在、39人
の会員が所属しています。

■さまざまな図書の録音を行っています
発足当初は小説や雑誌などの図書がメーンで、昭和58

年から広報よっかいちの録音版を製作しています。現在
は、社説や、社協だより「かけはし」、よっかいちａｉな
どの録音を行っていて、時にはプライベートな要望にも
応じています。例えば、家電製品の取扱説明書の依頼を
受けたときなどは、取扱説明書だけでは分からないこと
もあり、実際の商品を確認しに行くこともあります。

■定期的に勉強会を開催
全員が集まる例会を月１回開催するほか、初心者から

上級者までを三つのグループに分け、それぞれ月１回の
勉強会を行っています。読み方の基本としては、きれい
にさらっと読むので
はなく、聞いている
人に書いてあること
の意味を伝えようと
いう意識を持つこと
が大切です。

■少しでも多くの情報を伝えるために
３カ月で１冊の本を完成させるのが理想ですが、地域

の神社名が書かれている歴史物や、漢文・古文が出てく
るものなど、調査に時間がかかる図書だと、６カ月から
１年ほどかかることがあります。しかし、「この図書が
ないと困る人がいる」と思うと、どんな難しい図書でも
頑張って完成させようという気持ちになります。健常者
に比べて情報が少ない視覚障
害者に「少しでも多くの情報
を伝えたい」という気持ち
で、これからも活動を続けて
いきたいと思います。
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「四日市録音奉仕の会 40周年記念の集い」集合写真
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老若男女、各分野で活躍する
さまざまな「四日市人」を取
材して、その人の言葉で四日
市の魅力などをお伝えするコ
ーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかい
ち」でも紹介します。
日時：３月11日〜４月10日
月水金日 ９：30・20：30
火木土 12：30・20：30
■ＣＴＹ−ＦＭで毎月第２・第４
日曜日放送の「よっかいちわ
いわい人探訪！」でも紹介し
ます。
日時：３月11日・25日

８：54・14：54

視覚に障害がある人や本を読むことが困難な人のために、デイジー図書（※）
や録音テープの製作を行っています。昨年11月に「平成29年度ボランティア功
労者に対する厚生労働大臣表彰」を受けました。
※目次・見出しなどの情報を記録したデジタル録音図書

四日市録音奉仕の会


